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「時代」と向き合う全図書誌サービス
安嶋和代

昨年4月、図書部書誌課はそれまでの「和図書遡及入力」の看板を「書誌調整」に塗り替え、国内

の書誌の標準化を促進するため業務を開始したが、此処には当館における書誌データの作成と提供に

関する総括の任も含まれている。技術革新が超スピードで進行し、伝統的なメディア中心の世界から

新たな情報流通時代へと移行するなかで、当館の全国書誌サービスはどうあるべきか、変わるもの、

変わらざるもの、そして守るべきものは何なのか。そのことを問いながら、この間、「 ITJ「ケータ

イ」さながら「ショシチョウセイJを唱えて、調整と模索の日々を続けてきた。

現在、当館は平成14年度以降の東京本館、関西館（仮称）、国際子ども図書館の三館体制を支える

新しいシステムを開発中であるが、この開発を機に、電子情報時代への対応も含めた新たな提供方法

による全図書誌サービスを実施する。

新方針の内容については、すでに、昨秋開催した「第 l回書誌調整連絡会議」においてご提示して

いるが、今号であらためてご報告をさせていただく。

今後は、この方針に従ってサービスを展開していくが、なかでも、これまで名を変え形を変え、数々

の好余曲折を経ながら50数年に渡り冊子体で提供してきた『日本全図書誌Jを、ホームページでの提

供に変更する。冊子への愛着も然りながら、書誌情報がインターネットを介して世界中を駆け巡るこ

とに、全国書誌作成機関としての責務をつなぎたい。

これまでも、所蔵資料へのアクセス手段がカード目録からデータベースへと進展するなか、書誌情

報の共有化を図るため、世界各国で書誌の標準化の努力が営々と続けられてきた。先がよめない時代

のなかで、一層の書誌情報共有化に向けて、書誌調整の役割もまた限りなく続くことは想像に難くな

い。先人の知恵、と熱意を引継ぎながら、求められる全図書誌サービスを目指して、日を背けることな

く「時代jと向き合っていかなければならないことを痛感している。

（あじまかずよ 図書部書誌課長）
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特集：電子’情報時代の全国書誌サービス

1 .第 1回書誌調整連絡会議報告

はじめに

当館では、国内の書誌調整と書誌の標準化を図ることを目的とし、書誌データの作成と提供に関する諸

事項について関連諸機関の方々と協議を行うために、書誌調整連絡会議を新たに発足させました。

第1回は「電子情報時代の全図書誌サービスjをテーマに、平成12年11月10日（金） 13 : 30～17: 00に

当館新館3階研修室において開催し、講師2名、関連諸機関及び研究者49名の参加を得、当館からは13名

が出席しました。

会議は、第一部「電子資料の書誌情報」と第二部「全国書誌提供方針の改善Jの構成で、それぞれ講演

と当館からの報告、出席者との質疑応答となっています。以下、その概要を御紹介いたします。

なお、この会議の記録集については別途刊行の予定です。

第一部「電子資料の書誌情報」

く講演＞ 「目録規則の動向とNCR87Rの改訂について」

永田治樹図書館情報大学教授

1990年代前半には無風状態であった目録規則の世界は、電子資料の出現によって大きな変動にさらされ

ている。

電子資料の出現により多様なメタデータの動きが目録規則の外側で広く深く展開している。利用者の観

点から目録を分析したIFLAの「Functionalrequirements for bibliographic records （書誌記録の機能要

件）J (http://www.ifla.org/VII/sl3/frbr/frbr.htm参照）という重要な論文も、電子資料の出現をきっかけ

に書誌情報を抜本的に再検討したものである。また、 AACR2 （英米目録規則第2版）の合同改訂委員会

で議論されている諸問題、すなわち、資料の種類をどう体系づけるかの問題、物理的な形態による目録作

成の問題、刊行・非刊行の問題、逐次性の問題なども電子資料を含めて目録を拡張するために再考が必要

となったポイントである（http://www.ala.org/ alcts/ organization/ ccs/ ccda/ ccda.html参照）。

このような背景のもとに行われたISBD（国際標準書誌記述）、 AACR2の改訂など、国際的な目録規則

の動向にしたがって日本図書館協会目録委員会ではNCR87R（日本目録規則1987年版改訂版）の「第 9章

コンピュータ・ファイルjも改訂を行い名称、も「第 9章 電子資料jと変更した。また、今後「第13章

逐次刊行物Jも改訂作業を行う予定である。

く報告＞ 「国立国会図書館における電子資料への対応」

横山幸雄図書整理課課長補佐

当館は、平成12年10月より納本制度を改正し、各種のパッケージ系電子出版物を納本の対象とした。

これらの資料について本格的な書誌情報作成を行うため、電子資料整理係を図書部図書整理課に新設し

た。また、書誌情報の内容については、 Nc R第9章にあわせた当館の目録規則適用細則を作成した（本

誌No.107 (2000. 10. 1）及びhttp://www.ndl.go.jp/service/syoshiki_guide.html参照）。さらに、当館所

蔵資料の保管・利用提供の便宜を図るためND LC （国立国会図書館分類表）の改訂を行った。
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なお、契約等により選択的に収集を行なうことになっているネットワーク系電子出版物の書誌情報作成

については、現在検討を行っている段階である。

＊この報告に対し、 CD-RO M自体の刊行頻度による取り扱い、過去のデータは新たな基準で再作成

されるのか、加除式に相当するインテグレートされた資料の取り扱いなど、電子出版物の書誌データ

作成に関する具体的問題について質疑応答が行なわれた。

第二部「全国書誌提供方針の改善j

＜講演＞ 「電子情報時代の全図書誌サービスのあり方J

上回修一慶慮義塾大学教授

書誌情報について、図書館外では関心が高まっており、オンライン書店のデータベースでは従来の書誌

事項に内容紹介などをプラスした形のものを提供する、 OPACを利用者が非常によく利用するなどの状況

がある。一方、図書館内では、目録業務の合理化による目録部門の縮小、主題知識の低下などが起こって

いる。

書誌標準化の流れには、 ISBDやパリ目録原則による目録規則の国際的な標準化と各国の分担という戦後

の大きな流れがあった。その後、データベース、オンライン検索システム、書誌ユーテイリティなどの登

場を経て、目録作業は大きく変容した。その結果、集中目録作業と共同目録作業が共存しているのが日本

の現状である。

このような環境下で、当館が集中目録作業により作成している全図書誌には、今後も、国の事業として

の基盤となる書誌データ作成という意義がある。

く報告＞ 「国立国会図書館における全図書誌提供の新方針J

原井直子書誌課課長補佐

平成14年度以降の当館作成書誌データ全体に関する提供方針を踏まえて、全国書誌提供の新方針を報告

する。（詳細は次項「全国書誌サービスの新方針」を御参照下さい。）

＊当館の新方針に対して、日本図書館協会の遠矢勝昭出版・ニューメディア事業部長より、電子ファイ

ルの提供方法の変更により利用者の懸念が起こると思われたJ-BISCの刊行については継続する予定

であるとの発言があった。

＊質疑応答では、 OPACを視覚障害者が利用するために必要な改善の要望、 J-BISCの価格やプリント

アウトサービスについての要望などが参加者よりあげられた。

おわりに

当館では、この会議を書誌情報の標準化を図るための常置組織としたいと考えておりますが、当初は特

定のテーマについて講演、報告などを行う情報交換の場として運営し、次回は平成13年秋に開催を予定し

ております。今後とも会議への御協力之、当館の書誌サービスや国内の書誌調整のあり方について改めて

御意見をお願いする次第です。

（図書部書誌課）
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2.全国書誌サービスの新方針

当館では、平成8年 6月に全国書誌サービス改善検討委員会を発足させ、JAPAN/MARC利用者アン

ケート、利用者懇談会の開催などを経て、平成 9年2月に「全国書誌編さん実施方針」を改訂しました。

その内容について本誌No.99 (1997. 3. 31）でお知らせしております。

当時、全国書誌の信頼性、多様な媒体資料への対応、タイムラグ解消などを基本的な考え方としてあげ

ていますが、これらについては現在もその重要性は変っていません。しかしながら、最近の出版状況の変

化、特に電子出版物の多様化、点数増加は、当時の予想、を遥かに上回るものがあり、当時の改訂だけでは

今後の対応に不足となるような状況に至っております。

また、当館では、平成11年度末に「書誌データ整備基本計画Jを策定しました。これは全図書誌を含む

だけでなく、さらに広範囲にわたって当館作成書誌データ全体を対象とした基本計画です。この中で、全

図書誌サービスは、当館作成の書誌データ提供サービスの核として明確に位置付けられました。

これら、現状況への対応、大方針における位置付けの 2点から、全図書誌サービスの基本的な考え方を

改めて見直し、「全国書誌編さん実施方針Jも改訂しミたします。

以下に、「書誌データ整備基本計画jに基づく平成14年度以降の当館作成書誌データ提供に関する方針

と、それを踏まえた全国書誌サービスの新方針の概要をお知らせします。

議掘作成書誌デ開時タ提供に関する方針

1 当館の所蔵する資料については、 OPA Cで書誌情報を公開する。

2‘標準的なフォーマットによる電子ファイルを提供する。 （ 

3 WWWによる書誌リスト掲載HTM  Lページを公開する。

eoPAC 

当館の所蔵する資料については、 OPACで書誌情報を公開することを原則とする。すなわち、 OPAC

を当館の蔵書目録として位置付ける。平成14年度中には、この方針に基づき、新OPAC‘（仮称）での提

供を開始する。

現在のOPA Cでは、以下のものをすでに提供している

①和図書（昭和23年以降受入分）

②洋図書（昭和61年以降受入分）

約200万件

約 20万件

新OPA Cでは、上記のものに加え、以下のものを新たに提供する予定である。

①和図書（明治期～昭和22年受入分） 約 40万件

②洋図書（昭和23年～昭和60年受入分） 約 26万件

③和逐次刊行物 約 10万件
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④洋逐次刊行物 約 5万件

⑤雑誌記事索引 約350万件

⑥地図資料 未定

⑦古典籍資料 約 3千件

③アメリカ政府刊行物 約 13万件

⑨博士論文 約 19万件

⑮規格資料 約 6万件

⑪藍原英了コレクション 約 6万件

・標準的なフォーマット

OPACによる検索閲覧機能提供とは別に、書誌データの加工利用を行うためのダウンロード機能提供

を主目的とした電子ファイルの提供を行うことを第二とする。標準的なフォーマットとは、 JAPAN/

MARCフォーマット、 UNIMARCフォーマット、汎用出力フォーマットの 3種類であり、これら以外の

フォーマットによる書誌データ提供は行わない（ISSNセンターへ送付するISSN書誌データのみは例外

とする）。したがって、 CD-ROMなど（例えば『J-BISCj）の頒布を行う機関ではこれら標準的な

フォーマットから必要な形へのデータ加工が必要となる。

① JAPAN/MARCフォーマット

JAPAN/MARC (M）フォーマットとJAPAN/MARC(S）フォーマットを統合し、幾つかの改

訂を行う（改訂の詳細は本誌次号にてお知らせする）。このフォーマットで提供できるデータは『］APA

N/MARC』の範囲が中心である。

② U NI MARCフォーマット

国際図書館連盟（IFLA）のコア・プログラムUBCIMで決められた国際的な書誌データ互換プログラ

ムであるUNIMARCに当館のローカル・データを付加したフォーマットである（なるべく早い時期に、

その詳細を公開する）。このフォーマットで提供できるのは当館のマスタ・データベースに収録され

ているデータのうち、雑誌記事索引のデータを除くすべてである。

③汎用出力フォーマット

テキストファイル形式のフォーマットである。 『JAPAN/MARCj提供時には使用しない。当館の

マスタ・データベースに収録されているすべてのデータは、このフォーマットでは提供可能であり、

雑誌記事索引のデータはこのフォーマットでのみ提供可能となる。

eHTM Lページ

現在、冊子で刊行している書誌は、 OPA Cによる提供で十分な場合は冊子刊行を廃止する。 OPA 

Cによる提供だけでなく冊子イメージの書誌リストの提供も必要な場合は、冊子刊行からW W Wによる

書誌リスト掲載HTM  Lページの公開へとその提供方法を変更する。

-5-



会話読書喜志サービスの新方針

1 ダウンロード機能を提供する。

2 提供する標準フォーマットは JAPAN/MAR Cフォーマットと UNI MARC 

フォーマットの 2種類のみとする。

3 冊子体の『日本全国書誌Jをホームページ上での提供に変更する。

ーーーーー一一ーーー一一ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー一一ーー－ー－ーー－ー一一ーーーー一一回一ー－ー一一一ーーーー司ーーーーー－－－－－－－ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー－－ーーーーーーーーーー

当館作成書誌データ提供方針の枠組みの中で、所蔵資料へのアクセス手段としての書誌情報提供はOPA

Cにより行い、全図書誌サービスは書誌情報の提供自体を主目的とする。この目的は、 『JAPAN/MAR

Cjと『日本全国書誌』の提供によって実現する。

『JAPAN/MARCjについては、標準的なフォーマット 3種類のうち、書誌データはJAPAN/MAR

Cフォーマット、 UNIMARCフォーマットの 2種のフォーマット、典拠データはUNIMARCフォーマット

1種により提供する。利用者は、第三者への譲渡及び営利等の目的を除き、 OPAC提供を含め自由に加工

し利用することができる。

『JAPAN/MARCjの文字コードは、 ]IS90(JIS X 0208-1990）に変更する。

『日本全国書誌』は冊子刊行を中止し、ホームページの公開に変更する。これは、検索より一覧性に重

点、をおき、記述情報を中心に提供する。

．収録範囲

当館が収集した刊行物のうち、国内で刊行された刊行物及び外国で刊行された日本語刊行物を収録

する。

ただし、当面は、『JAPAN/MARCjには、音楽録音資料、映像資料及び国内で刊行されたアジア言

語資料は収録しない。

①収録対象資料

原則として媒体を問わず収録対象資料とする。具体的には、以下のような資料を対象とする。

ア） 図書

イ）非図書

地図資料（一枚もの）、楽譜（一枚もの）、録音資料（音楽録音資料を除く）、音楽録音資料、映

像資料、静止画資料、電子資料（映像資料、録音資料、音楽録音資料でもあるものは除く）、点

字資料、マイクロ資料

ウ）逐次刊行物

②訂正データ

『JAPAN/MARCjには、訂正データを収録する。

『日本全国書誌』には、訂正データを収録しない。
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・ 編さん体系

現行の体系を以下のように変更する。

①『JAPAN/MARC.] 

ア）単行資料の部 『JAPAN/MARC (M)j 

映像資料・音楽録音資料及び国内刊行アジア言語資料を除く単行資料すべてを対象とする。

全図書誌番号（ J P番号）は「2Jで始まる一連の 8桁の番号とする。

イ）逐次刊行資料の部 『JAPAN/MARC (S)j 

映像資料・音楽録音資料及び国内刊行アジア言語資料を除く逐次刊行資料すべてを対象とする。

全国書誌番号 (JP番号）は「o」で始まる一連の 8桁の番号とする。

ウ）典拠 『JAPAN/MARC (A）』

当館で作成した典拠データすべてを対象とする。ただし、当面は著者名典拠のみを収録する。

②『日本全国書誌J

ア）図書の部

電子資料、地図資料、映像資料及び音楽録音資料を除く単行資料を対象とする。

イ）逐次刊行物の部

電子資料、地図資料、映像資料及び音楽録音資料を除く逐次刊行資料を対象とする。

ウ）電子出版物の部

単行及び逐次刊行の電子資料を対象とする。

エ）地図の部

単行及び逐次刊行の地図資料を対象とする。

オ）映像・音楽録音資料の部

単行及び逐次刊行の映像資料及び音楽録音資料を対象とする。

カ）国内刊行アジア言語資料の部

地図資料、映像資料、音楽録音資料を除く単行及び逐次刊行の国内刊行アジア言語資料を対象

とする。

．提供頻度

①『JAPAN/MARC.]

『JAPAN/MARC(M）』は週刊で提供する。『JAPAN/MARC( S）』及び『JAPAN/MARC

(A）』は、当面は年2回の提供とし、将来の頻度については検討する。

②『日本全国書誌J

『日本全図書誌』は週刊で提供する。

・実施時期

当方針は、平成14年4月から実施する。『日本全国書誌』については、平成13年度にホームページ上

でサンプル版を公開する。

（図書部書誌課）
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新 設件名標目一覧

（平成11年10月～平成12年 9月末）

当館では『国立国会図書館件名標目表 第5版 1991』の刊行後に新設した件名標目を「新設

件名標目一覧」の形で、原則として毎年一回『全図書誌通信』に掲載しています（No.85、89、

93、96、98、101、102、105参照）。今回は、平成11年10月から平成12年9月末までの聞に新設

した件名標目を収録しました。収録基準、排列等については、上記第 5版の序説に詳しく説明

しでありますが、本一覧の概略は以下のとおりです。

1. 収録件数

件名標目58件、参照形 19件、合計77件。

2. 収録基準

普通件名はすべて収録するが、固有名件名は原則として除いてある。ただし、国家名、言語名

など一部の固有名件名は収録する。細目については、特殊細目、歴史の時代区分および一部の例

示的な細目のみを収録する。

3. 参照

新設した参照形は収録するが、第 5版および「新設件名標目一覧jにすでに収録されている件

名標目への参照追加の場合は、参照された件名標目の記載を省略する。

4. 排 列

排列は訓令式ローマ字のABCJll頁による。外国人名、外国地名（国名ないしそれに準ずる地域

名を除く）を含む件名標目は、角括弧内に補記した原綴により排列しである。

5. 分類記号

件名標目のあとに、『国立国会図書館分類表改訂版』および『日本十進分類法新訂9版』に

よる分類記号を付しである。

右端の数字は件名典拠ファイル維持管理のためのコントロールナンバーである。

6. 未使用の件名標目

本表は和図書あるいは洋図書に付与された新設件名標目を収録しているため、洋図書に使用さ

れ、和図書には使用実績のない件名標目（平成12年9月末現在）には＃印を付しである。

なお、過去の「新設件名標目一覧Jに収録した和図書未使用の件名のうち、以下の 2件はその

後和図書にも付与された。

偽書ラオ族
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アンティグアバ－ブーダ

アルカリイオン水→電解水

ノミーチャル・リアリティ

←仮想現実感；人工現実感

A 

GH389; 295.973 

B 

Ml21; 007.1 

美術（セイロン） K166; 702.259 

←美術（スリランカ）；セイロン美術

美術（スリランカ）→美術（セイロン）

ブラジル音楽→音楽（ブラジル）

ダゲスタン文学＃

脱毛法

D 

KL216; 929.69 

EF32;SC551; 494.8;595 

電解水 PA181; 572.25 

←強酸性電解水；アルカリイオン水

独立行政法人 AZ-381;DH51; 335. 71 

英語－表記法

英語一時制

エキノコックス→包虫症

演劇一日本一歴史一明治以後

エトピリカ

E 

KS34; 831.5 

KS35・835.5

KD431; 772.1 

孔1¥567;488.6 

-9-

50023603 

50023614 

50023630 

50023617 

50023619 

50023591 

50023638 

50023612 

50023613 

50023600 

50023620 

50023646 

50023592 

50023608 

50023586 



弦楽器

ギリシャ語（医学用）

復讐（日本）→仇討

フランス語（科学技術用）

遺伝子組み換え食品

花粉症

カンボジア料理

←料理（カンボジア）

カレリア ＃ 

仮想現実感→バーチャル・リアリティ

カトリック教会一社会事業

企業分割

記数法

国家相続→国家承継

国家承継＃

←国家相続

公務員倫理

コトネアスター

G 

KD263; 763.4 

M116・490.7

H 

M116・407

RB31・SC186・498.54・615.21

K 

SC151 ;491.8;493.14 

EF27・596.22

GG867; 293.81 

HP127; 198.27 

A417;AZ-863;DH111; 325.24 7;335.46; 

335.57 

MA51・411.1

A156・329.12

A341;A394;317.3;318.3 

孔l¥347;RB197; 4 79. 75;627. 79 
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S0023645 

S0023644 

S0023642 

S0023621 

S0023647 

S0023654 

S0023594 

S0023637 

S0023631 

S0023628 

S0023657 

S0023589 

S0023604 

S0023605 

S0023609 

S0023583 



苦情処理（労働法）

橋梁一保存・修復

強酸性電解水→電解水

A522;EL196; 335.95;366;366.65 

NA151・515.8

S0023599 

S0023607 

S0023615 

M 

まこも DM225;RA347;RB191 ;479.343;626.5 S0023643 

N 

ななふし

日本一文化－歴史一江戸中期

孔l¥531; 486 .44 

HM121・188

GB385; 210.55 

S0023624 

S0023622 

S0023658 

南都六宗

日本一外国関係－メキシコ－歴史一江戸末期

GB383・210.5956

日本一外国関係一フランス－歴史一昭和時代

A99-ZF2・319.1035

S0023648 

のうぜんかずら

入学試験一大学院

入学試験－幼稚園

九l¥347;RB197; 4 79.965;627. 79 

FB4;FB35; 376.8 

FB4;FB35; 376.8 

S0023655 

S0023623 

S0023587 

S0023598 

。
音楽（ブラジル） KD244・762.62 S0023590 

←ブラジル音楽

音楽（スコットランド） KD231; 762.332 S0023585 

←スコットランド音楽

音楽産業（地理区分） KDl 11; 760.69 S0023611 

オートバイ－整備 NC23; 537.98 S0023649 

－E
i
 

可

E
i



ペル一人

ベル一人（日本在留）

PFI→社会資本

ポルトガル人 ＃ 

PTSD→心的外傷後ストレス障害

理学療法士

ルオ語

料理（カンボジア）→カンボジア料理

産業－歴史－20世紀

セイロン美術→美術（セイロン）

真宗一語録

心的外傷後ストレス障害

←トラウマ；PTSD

壮族→イ童族

スコットランド音楽→音楽（スコットランド）

収納

多汗症

タカリ一族

タターノレスタン

p 

GH454・286.8

DC812; 334.41 

GG581・283.69

R 

EG234;498.14 

KM57 ;894.6 

s 

DC21 ;602 

HM162・188.74

SC374・493.74

EF29;KA221;NA241;527;597 .5 

T 

SC591 ; 494.8 

G131; 382.258;469.9258 

GG867; 293.81 
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S0023601 

S0023602 

S0023633 

S0023640 

S0023634 

S0023650 

S0023653 

S0023595 

S0023610 

S0023618 

S0023627 

S0023636 

S0023596 

S0023582 

S0023651 

S0023652 

S0023584 

S0023606 



手足口病 SC141;SC422; 493.87;493.938 S0023625 

天台宗一戒律 HM132;HM137; 188.41;188.46 S0023629 

チワン族→憧族 S0023597 

トラウマ→心的外傷後ストレス障害 S0023635 

陶磁器（インドネシア） KB392; 751.2 S0023588 

中国一外国関係－歴史一元時代 GE285・222.057 S0023616 

中国一風俗・習慣－歴史一明時代 GE291; 382.22 S0023656 

y 

ヤク－ト＃ GE485・292.93 S0023639 

z 

児童自立支援施設→教護院

人工現実感→バーチャル・リアリティ

時宗一語録 HM251・188.694

S0023593 

S0023632 

S0023626 

S0023641 じゃんけん→拳

η
、υ



『電子資料に係るJAPAN/MARC(M）の

データ項目名の変更についてj

本誌No.107でお知らせしましたように、当館では、 2000年10月 1日から、「日本目録規則1987年版改

訂版第 9章 電子資料」に従いパッケージ系電子出版物を整理し、 JAPAN/MARC(M) 2000年46号

から、上記規則に基づいて整理したデータを収録しております。これにともない、 JAPAN/MARC

(M）のデータ項目名の一部を変更いたしましたので、お知らせいたします。

1. タグ386のフィールド名を「電子的内容に関する注記（電子資料）」に、サブフィールド名を「電子的

内容注記」に変更しました。

このフィールドは、電子資料の特性に関する事項にも使用し、最初の $Aに、冒頭に「電子的内容：J
を付加して収録します。

なお、電子的内容に関する注記と、電子資料の特性に関する事項は、タグ350にも重複して記録して

います。

2. タグ387のフィールド名を「システム要件に関する注記（電子資料）」に変更しました。
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和図書書誌データ統計
特に表示がない場合単位は件

1 9 9 6年 1 9 9 7年 1 9 9 8年 1 9 9 9年 2 0 0 0年

書 誌データ作成数 77,808 78,055 91,933 131,674 102,999 

内訳 l 全図書誌収録数 75,637 77,609 91,933 131,674 102,999 

1 号平均 1,513 1,552 1,839 2,633 2,060 

最多 収 録 号 l号（1,910件） 48号（1,760件） 48号（2,567件） 36号（2,742件） 2号（2,669件）

最 少 収 録 号 27号（1,008件） 2号 (1,320件） 2号（1,298件） 20号（2,430件） 49号（1,315件）

全図書誌非収録数 2,171 446 。 。 。
内訳 2 和 図 書 75,935 76,332 91,933 131,674 102,999 

園内刊行欧文図書 1,873 1,723 。 。 。
内訳 3 官庁出版物 10,576 9,873 12,923 17,235 11, 501 

% 13.6% 12.6% 14.1% 13.1% 11.2% 

民間出 版物 67,232 68,182 79, 010 114, 439 91,498 

% 86.4% 87.4% 85.9% 86.9% 88.8% 

官 庁 中 央 官 庁 3,815 3,664 4,278 6,089 4,025 

出版物 % 36.0% 37.1% 33.1% 35.3% 35.0% 

内 訳 地方自 治 体 6,321 5,552 8,127 10,188 6,952 

% 59.8% 56.2% 62.9% 59.1% 60.4% 

国公立大学 440 657 518 958 524 

% 4.2% 6.7% 4.0% 5.6% 4.6% 

ISBN % 69.8% 70.3% 74.4% 73.5% 73.0% 

刊行年 目リ 々 年 13.9% 15.4% 15.5% 14.3% 11.9% 

前 年 51.1% 61.9% 63.4% 50.9% 42.2% 

当 年 35.0% 22.7% 21.1% 34.7% 45.9% 

和 図 書 一 月支 図 書 58,709 63,274 71,694 102,948 77,787 

整 理 % 77.3% 82.9% 78.0% 78.2% 75.5% 

区分別 コミ ック等 8,845 6,556 8,980 13,351 13,937 

% 11. 7% 8.6% 9.7% 10.1% 13.5% 

児 童 書 3,800 2,861 3,947 6,861 4,596 

% 5.0% 3.8% 4.3% 5.2% 4.5% 

試験・学参書 3,938 3,000 5,863 6,757 4,752 

% 5.2% 3.9% 6.4% 5.1% 4.6% 

官庁小冊子 643 641 1 449 1,121 1,383 

% 0.8% 0.8% 1.6% 0.9% 1.4% 

非図書資料 ／／／  ／／／  ／／／  636 544 

% ／／／  ／／／  ／／／  0.5% 0.5% 
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著者名典拠録CD-RO M刊行のお知らせ

［名 称］ : NDL CD-ROM Line国立国会図書館著者名典拠録 2000年版

［編集・製作・発行］ ：国立国会図書館

［発 売］：紀伊園屋書店（TEL: 03-5469-5918) 

［収録件数］ : 593, 728件

［利用契約価格］ : 38, 000円（税別）

[I SB N] : 4-87582-565-X 

詳細については本誌次号で御紹介する予定です。

問合せ先 史吹雪~Fv~3 h~芯ム；；.~ム i~~~l
日本全国書誌（図書）…...・H ・－－図書部図書整理課 （内） 3520 ※ 03 (3506) 3 3 5 8 
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（内） 3015 
（内） 3015 
（内） 3527 

（内） 3 513 

（内） 3154 

著者名典拠について…...・H ・－－…図書部図書整理課典拠係

日本全図書誌（逐次刊行物）……収集部国内資料課逐次刊行物整理係

JAPAN/MARC ...・H ・.....・H ・－－図書部書誌課

国立国会図書館蔵書目録...・ H ・－－図書部書誌課

（内） 360 1※03 ( 3506) 3 3 6 2 
（内） 360 1※03 (3506) 3 3 6 2 

出版者の住所の照会について

図書館から……...・H ・－－………図書館協力部国内協力課図書館サービス係 （内） 5115 
民聞から...・ H ・.....・ H ・.....・ H ・－－収集部収集課納本調査係 （内） 3013 ※03 ( 3506) 3 3 5 1 

※直通電話 交換を通さず、直接担当の係につながります。

全国書誌通信 （不定期刊） No.108 2001年 1月31日発行

編集・発行 国立国会図書館図書部図書整理課

干100-8924 東京都千代田区永田町 1-10-1

発売制日本図書館協会電話 03(3523) 0812 

定 価本 体300円（税別）送料 130円
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